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本
研
究
は
、
戦
後
の
学
校
体
育
は
な
ぜ
ス
ポ
ー
ツ
が
重
視
さ
れ
た
の
か
に
関
し
て
、
戦
後
初
期
の
学
校
体
育
改
革
の
経
緯
の
中
で
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

結
論
と
し
て
、
以
下
の
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

1
．
文
部
省
は
戦
後
す
ぐ
の
時
点
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
復
活
を
示
し
て
い
た
。

2
．
戦
争
中
に
学
校
内
で
実
施
さ
れ
て
い
た
教
練
や
軍
事
訓
練
、
武
道
は
中
止
さ
れ
た
。
ま
た
、
軍
事
的
な
教
材
は
廃
止
さ
れ
た
。

3
．
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
、
文
部
省
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
。

4
．
米
国
教
育
使
節
団
報
告
書
が
公
表
さ
れ
、
学
校
体
育
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
の
理
論
的
根
拠
が
示
さ
れ
た
。

5
．
戦
後
学
校
体
育
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
る
「
学
校
体
育
指
導
要
綱
」
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
が
重
視
さ
れ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
生
徒
た
ち
に
社
会
的
・
公
民
的
性
格
を
育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

キ
ー
ワ
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ド
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戦
後
初
期
学
校
体
育
、
運
動
教
材
、
ス
ポ
ー
ツ
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チ
ー
ム
ゲ
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ム
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社
会
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・
公
民
的
性
格
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一
．
は
じ
め
に

一
九
五
〇
年
八
月
、
文
部
省
は
「
日
本
に
お
け
る
教
育
改
革
の
進
展
」
と
題
す
る
報
告
文
書
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
、
同
年
八
月
二
七

日
に
来
日
し
た
第
二
次
米
国
教
育
使
節
団
に
提
出
す
る
文
書
で
あ
り
、
第
一
次
の
教
育
使
節
団
が
一
九
四
六
年
三
月
に
勧
告
し
た
教
育
改

革
が
ど
の
程
度
達
成
で
き
て
い
る
の
か
、
ど
の
領
域
で
改
革
が
進
ん
で
い
な
い
の
か
を
文
部
省
自
ら
が
点
検
し
、
第
一
次
「
教
育
使
節
団

報
告
書
」
か
ら
四
年
余
の
間
に
取
り
組
ん
だ
諸
改
革
に
関
し
て
、
そ
の
成
果
と
課
題
を
報
告
す
る
た
め
の
文
書
で
あ
っ
た
。「
日
本
に
お

け
る
教
育
改
革
の
進
展
」
を
見
れ
ば
、
第
一
次
の
使
節
団
報
告
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
勧
告
内
容
を
踏
ま
え
て
、
一
つ
ひ
と
つ
の
改
革
の

成
果
と
、
一
方
達
成
が
困
難
な
領
域
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
学
校
体
育
に
関
し
て
は
、
こ
の
文
部
省
に
よ
る
報
告
文
書
の
第
一
章
の
第
七
節
（
2
）「
学
校
体
育
の
改
革
と
今
後
の
問
題
」

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
成
果
と
し
て
は
、（
ア
）
で
は
体
育
の
目
標
が
明
確
に
さ
れ
、
そ
れ
は
「
身
体
的
発
達
と
と
も
に
、
知
的
、

情
緒
的
発
達
お
よ
び
社
会
的
態
度
の
発
達
」
で
あ
り
、
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
適
切
な
教
材
と
し
て
、「
チ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
重
点
が
お

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
述
べ
、
小
・
中
学
校
の
男
子
で
は
そ
の
教
材
に
充
て
ら
れ
る
時
間
が
、
戦
前
の
一
五
〜
三
〇
％
か
ら
現
在
で

は
四
〇
〜
六
〇
％
に
増
加
し
て
い
る
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。（
イ
）
は
体
育
の
方
法
に
関
し
て
で
あ
り
、「
児
童
生
徒
の
自
発
学
習
を
う

な
が
す
よ
う
な
方
向
に
改
善
さ
れ
た
」
と
成
果
を
示
し
、（
ウ
）
と
し
て
新
制
大
学
の
正
課
と
し
て
体
育
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
て

い
る
。
そ
し
て
今
後
の
課
題
と
し
て
、
施
設
の
充
実
と
教
員
の
充
足
に
つ
い
て
触
れ
、
と
り
わ
け
女
子
体
育
教
員
の
養
成
が
喫
緊
の
課
題

と
さ
れ
て
い
る
（
1
）。

第
一
次
「
教
育
使
節
団
報
告
書
」
の
「
体
育
」
項
目
で
勧
告
さ
れ
た
事
項
は
上
記
の
3
点
を
含
ん
で
他
に
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
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し
た
い
の
は
、（
ア
）
に
関
し
て
、
つ
ま
り
教
材
と
し
て
の
チ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
で
あ
る
。
第
一
次
報
告
書
で
は
、「
体
育
」
の
最
初

の
文
が
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

身
体
を
強
壮
に
し
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
整
え
、
身
体
的
技
能
を
教
え
る
こ
と
に
加
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
と
協
同
の

精
神
と
が
有
す
る
固
有
の
価
値
を
、
学
校
は
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
家
庭
や
行
き
止
ま
り
の
路
地
で
も
で
き
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン

グ
の
価
値
を
も
つ
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
を
発
展
さ
せ
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。
で
き
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
男
女

共
に
行
え
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
用
具
は
高
価
な
も
の
で
あ
る
必
要
は
な
い
（
2
）。

こ
こ
で
は
、
身
体
的
な
面
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
に
加
え
て
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
と
協
同
の
精
神
と
が
有
す
る
固
有
の
価
値
」
を

学
校
は
認
識
し
、
そ
の
た
め
に
「
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
」
を
教
材
と
し
て
取
り
入
れ
、
そ
れ
ら
が
家
庭
や
地
域
の
中
で
も
行
わ
れ
る
よ
う

発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
体
育
の
総
授
業
時
間
の
中
で
ど
の
程
度
「
チ
ー
ム
ゲ
ー
ム
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、

数
値
ま
で
示
し
て
報
告
し
て
い
る
の
は
こ
の
（
ア
）
の
み
で
あ
り
、
文
部
省
の
報
告
文
書
に
お
い
て
、
チ
ー
ム
ゲ
ー
ム
が
運
動
教
材
と
し

て
重
点
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
第
二
次
教
育
使
節
団
に
示
す
こ
と
は
、
文
部
省
に
と
っ
て
は
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

日
本
の
学
校
体
育
史
は
、
運
動
教
材
の
観
点
か
ら
大
き
く
分
け
て
、「
体
操
の
時
代
」「
教
練
と
武
道
の
時
代
」「
ス
ポ
ー
ツ
の
時
代
」

に
な
る
こ
と
は
定
説
で
あ
る
。「
ス
ポ
ー
ツ
の
時
代
」
と
は
戦
後
以
降
の
体
育
を
指
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
文
部
省
の
報
告
文
書
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
な
ぜ
、
戦
後
の
体
育
で
は
ス
ポ
ー
ツ
や
チ
ー
ム
ゲ
ー
ム
が
重
視
さ
れ
た
の
か
。

本
稿
は
、
そ
の
根
拠
を
、
戦
後
初
期
学
校
体
育
改
革
の
経
緯
の
中
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

戦
後
初
期
学
校
体
育
改
革
期
に
お
け
る
運
動
教
材
に
関
す
る
一
考
察
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二
．
戦
後
学
校
体
育
改
革
の
経
緯

（
一
）
戦
時
体
育
の
禁
止
な
ら
び
に
排
除

昭
和
二
〇
年
九
月
一
五
日
、
ち
ょ
う
ど
終
戦
の
一
ヶ
月
後
に
文
部
省
は
「
新
日
本
建
設
ノ
教
育
方
針
」
を
公
表
し
た
。
戦
争
終
結
後
、

新
日
本
の
建
設
に
資
す
る
教
育
の
方
針
を
国
民
に
対
し
て
知
ら
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
従
来
ノ
戦
争
遂
行
ノ
要
請
ニ
基
ク
教
育
施
策
ヲ

一
掃
シ
テ
文
化
国
家
、
道
義
国
家
建
設
ノ
根
基
ニ
培
フ
文
教
諸
施
策
ノ
実
行
ニ
努
メ
テ
ヰ
ル
」
と
す
る
文
部
省
の
現
状
を
記
し
た
前
文
に

続
き
、「
新
教
育
の
方
針
」
と
し
て
、「
今
後
ノ
教
育
ハ
益
々
国
体
ノ
護
持
ニ
努
ム
ト
共
ニ
軍
国
的
思
想
及
施
策
ヲ
払
拭
シ
平
和
国
家
ノ
建

設
ヲ
目
途
」
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
一
〇
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
一
つ
が
「
体
育
」
で
あ
る
。
ま

ず
、
戦
時
中
の
勤
労
動
員
等
に
よ
り
心
身
と
も
に
疲
労
し
て
い
る
学
徒
が
多
い
の
で
、
そ
の
回
復
向
上
を
図
り
、
当
面
の
課
題
で
あ
る
食

糧
増
産
や
戦
災
地
復
旧
等
の
作
業
に
も
教
育
的
な
配
慮
の
下
で
実
施
す
る
よ
う
求
め
、
後
半
部
分
は
次
の
よ
う
に
運
動
競
技
の
奨
励
を
説

い
て
い
る
。

明
朗
闊
達
ナ
ル
精
神
ヲ
涵
養
ス
ル
為
メ
大
イ
ニ
運
動
競
技
ヲ
奨
励
シ
純
正
ナ
ス
ポ
ー
ツ
ノ
復
活
ニ
努
メ
之
カ
学
徒
ノ
日
常
生
活
化

ヲ
図
リ
以
テ
公
明
正
大
ノ
風
尚
ヲ
作
興
シ
将
来
国
際
競
技
ニ
モ
参
加
ス
ル
ノ
機
会
ニ
備
ヘ
運
動
競
技
ヲ
通
ジ
テ
世
界
各
国
ノ
青
年
間

ニ
友
好
ヲ
深
メ
理
解
増
進
ニ
モ
資
セ
シ
メ
ン
ト
シ
テ
ヰ
ル
（
3
）。

こ
こ
で
は
、
運
動
競
技
の
奨
励
と
「
純
正
ナ
ス
ポ
ー
ツ
」
の
復
活
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
「
明
朗
闊
達
ナ
ル
精
神
ヲ
涵
養
ス
ル
」
た
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め
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
日
常
的
な
実
施
を
通
し
て
「
公
明
正
大
ノ
風
尚
ヲ
作
興
」
し
て
、
将
来
の
国
際
競
技
へ
の
参
加
を
も
見
通
し
て
い

る
。
こ
こ
で
言
う
「
純
正
ナ
ス
ポ
ー
ツ
」
と
は
、
戦
時
中
に
変
質
さ
れ
た
国
防
競
技
等
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く
、
変
質
以
前
の
通
常
の
ス

ポ
ー
ツ
競
技
を
指
す
言
葉
で
あ
ろ
う
。

学
校
体
育
の
内
容
や
方
法
に
関
す
る
具
体
的
な
通
牒
が
、
こ
の
年
の
内
に
文
部
省
か
ら
出
さ
れ
た
。
戦
時
体
育
の
中
止
や
戦
時
色
の
強

い
教
材
等
の
排
除
に
関
す
る
通
牒
で
あ
る
。
一
一
月
六
日
の
二
つ
の
通
牒
「
終
戦
ニ
伴
ウ
体
錬
科
教
授
要
項
（
目
）
取
扱
ニ
関
ス
ル
件
」

と
「
武
道
ノ
取
扱
ニ
関
ス
ル
件
」、
お
よ
び
一
二
月
二
六
日
の
「
学
校
体
錬
科
関
係
事
項
ノ
処
理
徹
底
ニ
関
ス
ル
件
」
で
あ
る
（
4
）。

そ
こ
で

は
第
一
に
、
軍
事
的
な
運
動
教
材
や
歩
調
を
と
っ
て
の
行
進
等
の
中
止
、
授
業
お
よ
び
課
外
活
動
と
し
て
の
武
道
の
中
止
、
ま
た
学
校
内

の
武
道
施
設
の
使
用
禁
止
、
学
校
内
外
に
お
け
る
活
動
か
ら
軍
事
教
練
的
色
彩
を
一
掃
す
る
こ
と
、
教
練
用
銃
兵
器
の
処
理
を
徹
底
す
る

こ
と
等
が
通
知
さ
れ
た
。
第
二
に
は
、
指
導
方
法
に
関
し
て
、
画
一
的
・
形
式
的
で
紀
律
訓
練
的
な
指
導
は
禁
止
さ
れ
、
児
童
生
徒
の
自

然
的
欲
求
や
自
発
能
動
性
を
考
慮
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
児
童
生
徒
の
個
性
や
発
育
の
状
態
、
身
体
運
動
能
力
の
違
い
を
考
慮
し
指
導
の

適
正
を
図
る
よ
う
通
知
さ
れ
た
。
そ
し
て
第
三
に
は
、
排
除
さ
れ
た
運
動
教
材
や
中
止
と
な
っ
た
武
道
に
代
わ
っ
て
重
視
さ
れ
た
の
が
籠

球
や
排
球
、
蹴
球
、
送
球
等
の
球
技
で
あ
る
。
国
民
学
校
に
お
い
て
も
そ
れ
ま
で
の
要
項
に
は
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
籠
球
、
排
球
等

適
切
ナ
ル
教
材
ハ
適
宜
実
施
シ
得
ル
コ
ト
」
と
通
知
さ
れ
、
ま
た
中
等
学
校
で
も
「
競
技
的
取
扱
ヲ
重
視
シ
特
ニ
運
動
ヲ
通
ジ
道
義
心
ノ

昴
楊
ニ
力
ム
ル
コ
ト
」
と
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
取
り
組
み
が
強
調
さ
れ
た
。

文
部
省
か
ら
の
こ
れ
ら
の
通
牒
は
、
終
戦
後
二
カ
月
余
り
経
っ
た
一
〇
月
二
二
日
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
か
ら
日
本
政
府

に
出
さ
れ
た
覚
書
「
日
本
教
育
制
度
ニ
関
ス
ル
管
理
政
策
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
同
覚
書
に
は
、「
軍
事
教
育
の
学
科
及
び
教
練
は
凡
て

廃
止
」
す
る
こ
と
や
、「
軍
国
主
義
的
乃
至
極
端
ナ
ル
国
家
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ヲ
助
長
ス
ル
目
的
」
で
作
成
さ
れ
た
教
材
等
の
削
除
、

そ
れ
に
代
わ
っ
て
「
教
育
ア
ル
平
和
的
且
責
任
ヲ
重
ズ
ル
公
民
ノ
養
成
ヲ
目
指
ス
」
教
材
等
は
速
や
か
に
準
備
す
る
よ
う
記
さ
れ
て
い
た
の
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で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
昭
和
二
〇
年
の
う
ち
に
、
文
部
省
は
国
民
学
校
に
も
籠
球
や
排
球
等
の
球
技
の
導
入
を
求
め
、
中
等
学
校
に
も
ス
ポ
ー

ツ
を
重
視
す
る
よ
う
に
指
導
し
、
特
に
「
道
義
心
ノ
昂
揚
」
に
努
め
る
よ
う
指
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
新
体
育
へ
の
模
索

（
ａ
）
米
国
教
育
使
節
団
報
告
書

戦
後
最
初
期
の
戦
時
体
育
の
禁
止
や
排
除
の
施
策
か
ら
、
新
し
い
体
育
の
方
向
性
を
確
定
す
る
上
で
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
昭

和
二
一
年
三
月
三
〇
日
に
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
宛
に
提
出
さ
れ
た
第
一
次
の
「
米
国
教
育
使
節
団
報
告
書
」
で
あ
る
（
5
）。

使
節
団
の
メ
ン

バ
ー
と
し
て
保
健
教
育
と
体
育
の
領
域
を
担
当
し
た
の
が
、
ア
イ
オ
ワ
大
学
の
体
育
学
教
授
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｈ
・
マ
ッ
ク
ロ
イ
で
あ
る
。

昭
和
二
一
年
三
月
初
め
に
来
日
し
、
日
本
の
体
育
や
保
健
教
育
に
関
し
て
調
査
・
視
察
し
た
マ
ッ
ク
ロ
イ
の
課
題
意
識
は
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
健
康
な
身
体
を
育
成
し
維
持
増
進
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
ど
う
や
っ
て
作
り
上
げ
て
い
け
ば
良
い
の
か
、
そ

の
た
め
に
は
学
校
に
お
け
る
体
育
で
は
ど
の
よ
う
な
ね
ら
い
と
内
容
を
伴
っ
て
実
施
し
て
い
け
ば
良
い
の
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
小
学
校

の
多
く
の
生
徒
が
進
学
を
せ
ず
、
そ
の
後
は
体
育
的
活
動
の
機
会
を
持
た
な
い
た
め
、
生
涯
の
あ
ま
り
に
も
早
い
時
期
に
身
体
的
活
動
を

止
め
て
し
ま
う
多
く
の
日
本
人
の
現
状
に
、
マ
ッ
ク
ロ
イ
は
危
機
感
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
体
育
は
学
校
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
生
涯

に
わ
た
る
問
題
で
あ
る
と
主
張
し
、
彼
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
枠
で
体
育
の
問
題
を
考
え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
（
6
）。

マ
ッ
ク
ロ
イ
が
勧
告
し
た
具
体
案
は
、
小
学
校
を
核
と
し
、
五
・
六
年
の
生
徒
を
「
あ
な
た
の
家
の
体
操
の
先
生
に
な
ろ
う
」
運
動
を

通
し
て
、
ま
た
隣
組
等
の
地
域
組
織
を
活
用
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
各
団
体
と
の
協
力
の
下
に
、
学
校
の
教
師
が
指
導

者
と
な
り
、
誰
も
が
で
き
る
手
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
の
講
習
会
や
実
演
会
を
開
き
、
各
家
庭
な
ら
び
に
地
域
社
会
に
体
育
を
普
及
さ
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せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
生
涯
体
育
を
見
通
し
て
、で
は
学
校
の
体
育
の
役
割
と
は
何
か
、何
を
学
習
内
容
と
す
る
の
か
等
と
い
っ

た
諸
点
を
、
使
節
団
報
告
書
の
た
め
の
文
書
で
示
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
構
想
は
報
告
書
の
中
に
は
盛
り
込
ま
れ
な
か
っ
た
（
7
）。

最
終
報
告
書
で
は
、
マ
ッ
ク
ロ
イ
が
起
草
し
た
文
書
で
勧
告
し
た

一
八
項
目
の
う
ち
、
六
項
目
し
か
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
報
告
書
に
採
用
さ
れ
た
勧
告
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
の
導
入
の
他

に
は
、
大
学
体
育
の
必
修
化
、
女
性
指
導
者
養
成
と
女
性
体
育
の
改
善
、
体
育
施
設
の
回
復
、
教
師
か
ら
な
る
委
員
会
に
よ
る
教
師
用
指

導
書
の
作
成
と
科
学
的
な
調
査
研
究
に
基
づ
く
教
師
養
成
の
方
法
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
諸
団
体
の
復
活
へ
の
奨
励
で
あ
る
。

マ
ッ
ク
ロ
イ
は
報
告
書
の
た
め
の
起
草
文
書
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
と
民
主
主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
言
及
し
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
完
成
し
た
報
告
書
は
そ
の
序
論
の
中
で
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
を
「
民
主
主
義
的
な
生
き
方
の
好
例
」
と
し
て
描
き
、「
体
育
」

以
外
の
箇
所
に
お
い
て
も
、
民
主
主
義
の
説
明
に
ス
ポ
ー
ツ
が
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
が
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
グ
ル
ー
プ
や
チ
ー
ム
で
行
う
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
は
、
自
ら
の
チ
ー
ム
内
で
の
役
割
分
担
の

責
任
を
自
覚
し
、
相
手
お
よ
び
審
判
へ
の
尊
敬
の
念
を
示
し
な
が
ら
一
定
の
ル
ー
ル
に
従
い
競
技
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
民
主
主
義
的
な

行
動
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
学
習
に
よ
っ
て
培
わ
れ
る
精
神
が
、
民
主
主
義
と
深
い
関
連
性
を
も
つ

と
理
解
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
目
指
す
べ
き
新
し
い
社
会
の
建
設
に
と
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
果
た
す
役
割
は
大
と
の
認
識
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
、
学
校
は
「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
と
協
同
の
精
神
と
が
有
す
る
固
有
の
価
値
」
を
認
識
す
べ
き
で
あ
り
、

「
家
庭
や
行
き
止
ま
り
の
路
地
で
も
で
き
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
価
値
を
も
つ
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
」
を
発
展
さ
せ
、「
こ
れ
ら
は
男

女
共
に
行
え
る
よ
う
に
す
べ
き
」
と
す
る
報
告
書
の
「
体
育
」
の
項
目
を
素
直
に
読
め
ば
、
学
校
は
民
主
主
義
的
な
価
値
を
内
在
す
る
ス

ポ
ー
ツ
を
大
い
に
取
り
入
れ
、
そ
の
実
践
を
通
し
て
新
し
い
社
会
を
形
成
す
る
民
主
的
な
人
間
を
育
成
す
る
こ
と
が
体
育
の
役
割
だ
と
理

解
す
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
、マ
ッ
ク
ロ
イ
の
意
図
と
は
異
な
る
部
分
に
お
い
て
使
節
団
の
報
告
書
は
読
ま
れ
、ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
体
育
は
新
し
い
時
代
を
担
う
民
主
的
な
人
間
を
育
成
し
て
い
く
教
育
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
ｂ
）
新
教
育
指
針

昭
和
二
一
年
五
月
に
文
部
省
は
「
新
教
育
指
針
」
を
刊
行
し
た
。
前
年
九
月
の
「
新
日
本
建
設
ノ
教
育
方
針
」
発
表
後
、
文
部
省
は
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
相
応
し
い
新
教
育
の
方
針
の
検
討
を
継
続
さ
せ
、
使
節
団
の
報
告
書
発
表
を
待
ち
、
包
括
的
な
指
針
と
し
て
、「
新
教

育
指
針
」
は
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

体
育
に
関
し
て
は
、
第
一
部
後
編
の
第
五
章
で
「
体
育
の
改
善
」
と
題
し
て
、
そ
の
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。
平
和
国
家
、
文
化
国
家

建
設
の
た
め
に
苦
難
の
道
を
切
り
開
い
て
い
く
た
め
に
は
、
健
康
な
身
体
、
強
壮
な
身
体
が
必
要
と
の
下
に
、
体
育
の
改
善
策
を
広
範
に

わ
た
っ
て
示
し
て
い
る
。
教
材
と
し
て
は
、「
軍
国
主
義
的
な
も
の
と
極
端
な
る
国
家
主
義
的
な
る
も
の
と
を
取
り
除
き
、
明
朗
で
平
和

的
な
も
の
に
お
き
か
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
す
で
に
指
令
や
通
牒
さ
れ
た
教
練
や
武
道
の
中
止
、
軍
事
的
な
教
材
の
排
除
が
示

さ
れ
、
取
り
除
か
れ
た
諸
種
目
に
代
わ
り
、
導
入
す
べ
き
も
の
と
し
て
「
何
よ
り
も
ス
ポ
ー
ツ
が
よ
い
」
と
言
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
こ

れ
は
自
主
的
な
活
動
を
通
し
て
明
朗
な
気
分
、
協
同
と
秩
序
を
尊
ぶ
精
神
、
公
正
な
競
争
心
、
責
任
観
念
、
忍
耐
力
な
ど
を
養
う
上
に
効

果
が
多
い
」
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
籠
球
、
排
球
、
蹴
球
、
ラ
グ
ビ
ー
蹴
球
、
野
球
、
庭
球
、
ボ
ー
ト
」
が
実
施
に
相
応
し

い
運
動
教
材
だ
と
さ
れ
、
そ
の
他
に
、
陸
上
競
技
や
器
械
体
操
、
ス
キ
ー
、
ス
ケ
ー
ト
等
も
適
宜
に
取
り
入
れ
て
も
良
い
と
す
る
（
8
）。

ま
ず

実
施
す
べ
き
と
す
る
前
者
の
籠
球
や
排
球
等
の
球
技
と
、
後
者
の
個
人
競
技
に
は
教
材
と
し
て
の
適
格
性
に
お
い
て
優
先
度
に
違
い
が
あ

る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
チ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
内
で
協
力
し
な
が
ら
行
う
ス
ポ
ー
ツ
が
優
先
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ボ
ー
ト
が
前
者
に
含

ま
れ
て
い
る
の
は
、
複
数
人
の
チ
ー
ム
で
漕
ぐ
ボ
ー
ト
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
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以
下
、
本
稿
と
の
関
わ
り
で
「
体
育
の
改
善
」
に
示
さ
れ
た
特
徴
を
挙
げ
る
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
に
関
し
て
は
「
全
力
を
ふ
る
っ
て

正
し
く
競
争
す
る
こ
と
」、
な
ら
び
に
「
明
朗
に
し
て
自
由
な
雰
囲
気
の
も
と
に
行
わ
れ
る
こ
と
」
が
肝
要
だ
と
す
る
。
勝
敗
に
と
ら
わ

れ
不
正
行
為
を
犯
し
た
り
、
過
度
な
対
抗
意
識
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
画
一
的
・
形
式
的
な

指
導
や
一
斉
指
導
に
代
わ
り
、
個
別
指
導
や
班
別
指
導
が
説
か
れ
、「
生
徒
の
自
主
性
に
は
た
ら
か
せ
、
必
要
な
秩
序
を
生
徒
自
ら
に
よ
っ

て
保
た
せ
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
大
切
」
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、
生
徒
の
興
味
や
関
心
に
か
か
わ
ら
ず
多
数
の
教
材
を
次
々
に
強
い
て

き
た
こ
れ
ま
で
の
体
育
を
改
め
、「
こ
れ
か
ら
は
興
味
あ
る
も
の
を
、
自
主
的
に
好
ん
で
行
う
よ
う
指
導
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
べ
き
」

と
し
た
。
こ
の
こ
と
が
「
た
の
し
い
体
育
」
に
繋
が
る
と
言
う
。

次
に
、
課
外
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
重
視
し
、
学
校
側
に
よ
る
適
正
な
指
導
の
下
に
、
生
徒
の
自
主
的
な
校
友
会
活
動
を
通
し
て
、
生
徒

の
自
主
性
を
育
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
各
種
の
校
内
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
実
施
し
、
代
表
選
手
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
生
徒

が
参
加
で
き
る
よ
う
技
能
レ
ベ
ル
や
各
種
の
区
分
け
に
応
じ
た
多
数
の
チ
ー
ム
を
組
織
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
こ
れ
を
発
展
さ
せ
て
対
校

試
合
も
開
催
し
、同
じ
よ
う
に
学
校
を
代
表
す
る
一
部
の
選
手
だ
け
で
な
く
、技
能
や
年
齢
、身
長
等
に
応
じ
た
同
一
校
か
ら
多
数
の
チ
ー

ム
を
つ
く
り
、
学
校
上
げ
て
の
行
事
と
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
一
部
の
選
手
を
対
象
と
し
た
試
合
や
大
会
で
は
な
く
、
す
べ

て
の
生
徒
を
対
象
と
す
る
試
合
や
大
会
が
提
案
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
9
）。

皮
革
や
ゴ
ム
等
の
資
材
難
か
ら
く
る
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
絶
対
的
不
足
に
対
す
る
対
応
と
し
て
、
正
規
の
ス
ポ
ー
ツ
を
簡
易
化
し
、
十
分

な
施
設
や
用
具
が
無
く
て
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
（
例
え
ば
ワ
ン
ア
ウ
ト
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
等
の
モ
デ
フ
ァ
イ
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
）
が
推
奨
さ

れ
た
。
こ
の
簡
易
化
し
た
ス
ポ
ー
ツ
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
徒
た
ち
に
も
手
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
も
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
均
等
を
求

め
る
文
部
省
は
、
こ
れ
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
を
広
く
勧
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
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（
ｃ
）
学
校
体
育
指
導
要
綱

｢米
国
教
育
使
節
団
報
告
書
」
で
勧
告
さ
れ
た
教
師
用
指
導
書
の
作
成
の
成
果
が
、
昭
和
二
二
年
八
月
発
行
の
「
学
校
体
育
指
導
要
綱
」

で
あ
る
。
現
在
の
学
習
指
導
要
領
の
体
育
編
に
当
た
る
も
の
で
あ
り
、
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
の
体
育
を
一
括
し
て
扱
っ
た
。

こ
の
要
綱
作
成
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
学
校
体
育
研
究
委
員
会
で
あ
る
。「
教
育
使
節
団
報
告
書
」
の
勧
告
に
従
い
、

大
学
、
高
等
師
範
学
校
お
よ
び
師
範
学
校
、
体
育
専
門
学
校
、
中
学
校
な
ら
び
に
小
学
校
等
の
教
師
五
五
名
か
ら
な
る
委
員
会
が
組
織
さ

れ
、
昭
和
二
一
年
九
月
二
〇
-二
一
日
の
総
会
を
皮
切
り
に
、
一
〇
月
二
九
日
の
最
終
総
会
ま
で
の
四
〇
日
間
と
い
う
短
期
間
の
中
で
、

総
会
を
四
回
、
小
委
員
会
を
三
二
回
開
催
し
、「
学
校
体
育
指
導
要
綱
」
の
原
案
と
な
る
答
申
を
文
部
大
臣
宛
に
出
し
た
の
で
あ
る
。
翌

昭
和
二
二
年
二
月
二
五
日
に
開
催
の
「
全
国
体
育
担
当
地
方
事
務
官
会
議
」
で
は
、
文
部
省
は
こ
の
答
申
文
書
を
案
の
形
で
説
明
し
、
周

知
を
徹
底
し
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
は
、
八
月
二
〇
日
に
「
学
校
体
育
指
導
要
綱
」
と
し
て
、
文
部
省
体
育
局
長
よ
り
各
知
事
、
各
大

学
、
高
等
専
門
学
校
、
教
員
養
成
所
学
校
宛
に
正
式
に
通
知
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
10
）。

｢学
校
体
育
指
導
要
綱
」
は
小
学
校
か
ら
大
学
の
体
育
を
扱
っ
て
お
り
、
総
頁
数
が
二
二
頁
と
極
め
て
簡
略
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、

は
し
が
き
の
最
初
の
文
章
で
体
育
の
役
割
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

わ
が
国
が
、
民
主
国
家
と
し
て
新
し
く
出
発
す
る
に
あ
た
っ
て
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
国
民
の
一
人
一
人
が
、
健
全
で
有
能
な
身

体
と
、
善
良
な
公
民
と
し
て
の
社
会
的
、
道
徳
的
性
格
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
体
育
は
こ
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
必
要
な
技

能
や
知
識
を
修
め
、
こ
れ
を
実
践
す
る
の
に
最
も
具
体
的
で
実
際
的
な
機
会
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
（
11
）。

そ
し
て
、
体
育
の
目
的
と
し
て
、「
体
育
は
運
動
と
衛
生
の
実
践
を
通
し
て
人
間
性
の
発
展
を
企
図
す
る
教
育
で
あ
る
。
そ
れ
は
健
全
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で
有
能
な
身
体
を
育
成
し
、
人
生
に
お
け
る
身
体
活
動
の
価
値
を
認
識
さ
せ
、
社
会
生
活
に
お
け
る
各
自
の
責
任
を
自
覚
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
」
を
掲
げ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
体
育
の
目
標
が
（
一
）
身
体
の
健
全
な
発
達
、（
二
）
精
神
の
健
全
な
発
達
、（
三
）
社
会
的

性
格
の
育
成
の
三
つ
の
項
目
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
重
要
な
の
が
（
三
）
社
会
的
性
格
の
育
成
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、「
次
の
事
項
に
関
す
る
理
解
と
態
度
と
実
践
力
を
養
う
」
と
さ
れ
、「
明
朗
、
同
情

－

他
人
の
権
利
の
尊
重
、
礼
儀
、
誠
実
、

正
義
感

－

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
、
団
体
の
福
祉
及
び
公
衆
衛
生
に
対
す
る
協
力
、
性
に
対
す
る
正
し
い
理
解
、
克
己
と
自
制
、
法
及
び
正
し
い

権
威
に
対
す
る
服
従
、
社
会
的
責
任
を
果
た
す
能
力
、
状
況
に
応
じ
て
よ
い
指
導
者
と
な
り
、
よ
い
協
力
者
と
な
る
能
力
」
の
一
一
の
項

目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
体
育
は
、
運
動
を
実
践
す
る
こ
と
を
通
し
て
期
待
さ
れ
る
公
民
と
し
て
の
性
格
育
成
に
寄
与
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
12
）。

ど
の
よ
う
な
運
動
を
行
う
の
か
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
で
は
体
操
と
遊
戯
、
中
学
校
、
高
校
、
大
学
で
は
体
操
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ダ
ン
ス

の
括
り
で
提
示
さ
れ
て
い
る
。
も
う
少
し
詳
し
く
見
る
と
、
た
と
え
ば
中
学
校
で
は
、
体
操
は
徒
手
と
器
械
に
分
け
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
は

陸
上
競
技
（
走
・
跳
・
す
も
う
）、
球
技
（
野
球
型
・
ろ
う
球
型
・
し
ゅ
う
球
型
・
庭
球
型
）、
水
泳
（
泳
・
飛
び
こ
み
・
水
泳
心
得
）
か

ら
な
る
。
ダ
ン
ス
は
一
種
目
で
あ
る
。

指
導
方
針
の
項
目
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
扱
う
際
の
方
針
と
し
て
は
、「
遊
戯
及
び
ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
す
る
指
導
を
行
い
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
シ
ッ
プ
を
養
う
」、「
団
体
競
技
の
指
導
で
は
特
に
社
会
生
活
に
必
要
な
徳
性
を
養
う
」、「
課
外
運
動
は
そ
の
重
要
性
に
鑑
み
全
学
徒
に

自
治
的
に
行
わ
せ
る
」
等
の
重
点
的
な
方
針
が
並
ぶ
。
一
方
、
体
操
を
扱
う
際
の
方
針
と
し
て
は
、「
準
備
運
動
と
し
て
の
徒
手
体
操
は

度
を
過
ご
し
て
次
の
運
動
の
興
味
を
そ
ぐ
よ
う
な
結
果
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」
等
、
制
限
的
な
方
針
が
示
さ
れ
る
（
13
）。

こ
こ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
運
動
領
域
的
に
は
体
操
や
ダ
ン
ス
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
中

で
も
特
に
、
チ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
で
行
う
球
技
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
公
民
と
し
て
の
社
会
的
性
格
を
育
成
す
る
こ
と
に
、
体
育
が
貢
献
す
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る
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

学
校
体
育
研
究
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
た
大
谷
武
一
は
、「
学
校
体
育
指
導
要
綱
」の
解
説
書
に
お
い
て
、同
要
綱
の
特
徴
に
つ
い
て
、

民
主
化
と
科
学
化
の
二
つ
の
側
面
か
ら
説
明
し
て
い
る
。
民
主
化
の
第
一
は
学
徒
の
個
性
を
尊
重
し
て
そ
の
自
主
性
を
強
調
し
た
こ
と
、

第
二
は
体
育
の
機
会
均
等
を
企
図
し
た
こ
と
、
第
三
は
ス
ポ
ー
ツ
を
重
視
し
体
育
の
社
会
性
を
強
調
し
た
こ
と
、
第
四
は
教
材
を
最
小
限

に
示
し
教
師
の
創
意
工
夫
を
重
ん
じ
た
こ
と
の
四
項
目
を
挙
げ
た
。
そ
し
て
科
学
化
の
第
一
は
教
材
配
列
を
学
徒
の
心
身
の
発
達
に
適
応

さ
せ
た
こ
と
、
第
二
は
衛
生
を
重
視
し
た
こ
と
、
そ
し
て
第
三
は
科
学
的
基
礎
に
立
脚
し
た
指
導
を
強
調
し
た
こ
と
で
あ
る
（
14
）。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
民
主
化
の
第
三
の
点
で
あ
る
。
以
下
の
文
章
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
民
主
主
義
と
の
関
係
を
大
谷
が
解
説
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
ス
ポ
ー
ツ
が
重
視
さ
れ
た
の
か
の
根
拠
が
、
こ
こ
に
典
型
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
少
し
長
い
が
引
用
し
て
み
た
い
。

も
と
も
と
ス
ポ
ー
ツ
は
、
速
さ
、
強
さ
、
器
用
さ
、
持
久
力
そ
の
他
の
体
力
を
同
一
条
件
で
相
互
に
競
う
と
い
ふ
、
極
め
て
民
主

的
な
性
格
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
正
し
く
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
比
較
的
容
易
に
民
主
主
義
の
精
神
が
体

得
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
か
よ
う
な
見
地
か
ら
、
こ
の
度
の
要
綱
で
は
、
特
に
ス
ポ
ー
ツ
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
な
お

新
し
い
理
念
の
教
育
で
は
、
個
人
を
社
会
の
責
任
あ
る
協
力
的
成
員
た
ら
し
め
る
よ
う
に
、
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
あ

る
か
ら
、
体
育
の
指
導
精
神
に
大
き
な
修
正
を
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
要
目
が
、
特
に
報
国
の
精
神
を
強
調
し
た
の
に
対
し
、
こ
ゝ
で

は
健
全
な
社
会
生
活
の
成
員
に
必
須
な
、
社
会
的
性
格
の
育
成
を
強
調
し
て
い
る
（
15
）。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
考
え
方
は
、「
米
国
教
育
使
節
団
報
告
書
」
に
お
い
て
示
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
と
民
主
主
義
と
の
関
係
を
説
明
す
る
際

の
根
拠
と
同
じ
で
あ
る
。「
学
校
体
育
指
導
要
綱
」
の
目
標
（
三
）
社
会
的
性
格
の
育
成
を
担
う
教
材
が
、
ス
ポ
ー
ツ
や
遊
戯
な
の
で
あ
る
。
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と
り
わ
け
、
チ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
で
行
う
球
技
や
ゲ
ー
ム
の
中
で
こ
れ
ら
の
社
会
的
性
格
が
育
成
さ
れ
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え

ば
、「
社
会
的
責
任
を
果
た
す
能
力
」
の
解
説
に
は
、「
テ
ィ
ー
ム
ゲ
イ
ム
ズ
の
メ
ム
バ
ー
と
し
て
の
責
任
を
つ
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま

た
、
校
内
競
技
や
対
外
試
合
運
営
の
一
員
と
し
て
の
つ
と
め
を
果
た
す
こ
と
を
通
し
て
、
社
会
の
構
成
員
と
し
て
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
責
任
を
は
た
す
実
践
力
が
培
養
さ
れ
る
（
16
）」

と
、
大
谷
は
記
す
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
終
戦
後
の
民
主
国
家
を
担
う
国
民
と
し
て
、
ま
た
新
し
い
社
会
の
中
で
生
活
す
る
成
員
と
し
て
、
そ
れ
に
相
応
し
い
社
会

的
性
格
を
育
成
す
る
と
い
う
教
育
の
目
的
に
、
ど
の
よ
う
に
体
育
が
貢
献
で
き
る
か
、
こ
の
視
点
か
ら
の
体
育
の
目
標
が
（
三
）
社
会
的

性
格
の
育
成
だ
っ
た
。
運
動
を
行
う
と
い
う
独
自
な
方
法
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
教
育
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
領
域
が
体
育

だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
優
先
度
の
高
い
運
動
は
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
チ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
で
取

り
組
む
球
技
や
チ
ー
ム
ゲ
ー
ム
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
．
お
わ
り
に

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
戦
後
の
体
育
を
示
す
「
ス
ポ
ー
ツ
の
時
代
」
の
成
り
立
ち
は
、
文
部
省
と
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部

と
の
合
作
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
す
で
に
、
文
部
省
は
昭
和
二
〇
年
九
月
の
時
点
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
の
復
活
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
は

一
貫
し
て
取
ら
れ
た
立
場
で
あ
る
。
文
部
省
の
ス
ポ
ー
ツ
教
育
論
が
展
開
さ
れ
た
の
が
「
新
教
育
指
針
」
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
と
民
主
主

義
の
関
係
を
理
論
的
に
示
唆
し
た
の
が
「
米
国
教
育
使
節
団
報
告
書
」
で
あ
っ
た
。
同
「
報
告
書
」
は
、
本
論
で
も
示
し
た
が
、
体
育
領

域
を
担
当
し
た
使
節
団
員
マ
ッ
ク
ロ
イ
の
思
惑
と
は
異
な
っ
た
も
の
と
し
て
作
成
さ
れ
た
が
、
結
果
と
し
て
学
校
体
育
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
導
入
と
い
う
体
育
改
革
の
理
論
的
根
拠
を
示
す
も
の
と
し
て
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
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第
二
次
使
節
団
に
提
出
す
る
報
告
文
書
に
お
い
て
、
文
部
省
が
真
っ
先
に
チ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
充
て
ら
れ
る
時
間
が
増
大
し
た
点
を
挙
げ

た
の
は
、
逆
に
言
え
ば
、
そ
れ
ほ
ど
第
一
次
の
「
米
国
教
育
使
節
団
報
告
書
」
の
「
体
育
」
に
お
い
て
勧
告
さ
れ
た
諸
項
目
の
中
で
、
ス

ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム
の
有
す
る
固
有
の
価
値
を
認
識
し
、
そ
れ
ら
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
う

こ
と
が
で
き
る
。

ス
ポ
ー
ツ
に
は
民
主
主
義
的
な
性
格
が
あ
り
、
そ
れ
を
実
践
す
れ
ば
そ
の
精
神
を
体
得
で
き
る
と
す
る
考
え
は
、
そ
の
後
議
論
を
呼
ぶ

が
（
17
）、

し
か
し
な
が
ら
、
時
代
と
の
対
応
を
経
な
が
ら
現
在
の
学
習
指
導
要
領
に
至
る
ま
で
、
ス
ポ
ー
ツ
は
学
校
体
育
の
運
動
教
材
の
中
心

で
あ
り
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
註
）

（
1
）
文
部
省
調
査
普
及
局
編
「
日
本
に
お
け
る
教
育
改
革
の
進
展
」『
文
部
時
報
』
第
八
八
〇
号
、
昭
和
二
六
年
。
本
報
告
文
書
は
寺

崎
昌
男
責
任
編
集
『
日
本
現
代
教
育
基
本
文
献
叢
書

戦
後
教
育
改
革
構
想
Ⅰ
期
3
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
平
成
一
二
年
に
収

録
。
な
お
、
学
校
体
育
以
外
の
社
会
体
育
や
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
第
五
章
の
第
一
二
節
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

（
2
）
教
科
教
育
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
原
典
対
訳
米
国
教
育
使
節
団
報
告
書
』
建
帛
社
、
昭
和
六
〇
年
、
四
六
頁
。

（
3
）
文
部
省
「
新
日
本
建
設
ノ
教
育
方
針
」
昭
和
二
〇
年
、「
戦
後
日
本
教
育
史
料
集
成
」
編
集
委
員
会
編
『
戦
後
日
本
教
育
史
料
集

成

第
一
巻
』
三
一
書
房
、
昭
和
五
七
年
、
一
二
二
頁
。

（
4
）
こ
れ
ら
三
つ
の
通
牒
は
、
学
校
体
育
研
究
同
好
会
編
『
学
校
体
育
関
係
法
令
並
び
に
通
牒
集
』
昭
和
二
四
年
、
体
育
評
論
社
、

九
五

－

一
〇
三
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
こ
の
報
告
書
は
、
土
持
ゲ
ー
リ
ー
法
一
に
よ
っ
て
「
戦
後
教
育
改
革
の
原
点
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
土
持
ゲ
ー
リ
ー
法
一
『
米
国
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教
育
使
節
団
の
研
究
』
玉
川
大
学
出
版
部
、
平
成
三
年
、
四
五
七
頁
。
ま
た
、
木
村
吉
次
は
、
戦
後
初
期
に
お
い
て
体
育
の
非
軍
事

化
の
施
策
と
新
し
い
体
育
の
模
索
が
始
ま
る
が
、
そ
の
理
論
的
根
拠
は
体
錬
科
以
前
の
体
操
科
時
代
の
理
論
的
・
実
践
的
な
成
果
に

求
め
ら
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
体
育
の
民
主
化
の
実
質
は
、
教
育
使
節
団
報
告
書
の
公
表
と
そ
の
後
の
ア
メ
リ
カ
の
体
育
理
論
の
紹

介
と
移
入
に
よ
っ
て
本
格
化
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
木
村
吉
次
「
学
校
体
育
教
育
」
岡
津
守
彦
編
『
戦
後
日
本
の
教
育
改
革

第
七

巻

教
育
課
程
各
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
四
八
年
、
四
一
三
頁
。

（
6
）
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
員
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｈ
・
マ
ッ
ク
ロ
イ

－

そ
の
体
育
論
と
改
革
構
想

－

」
山
本
徳
郎
他
監
修
『
多
様

な
身
体
へ
の
目
覚
め

－

身
体
訓
練
の
歴
史
に
学
ぶ

－
』
ア
イ
オ
ー
エ
ム
、
平
成
一
八
年
、
二
二
二

－

二
四
〇
頁
。

（
7
）「
米
国
教
育
使
節
団
報
告
書
」
の
作
成
は
三
つ
の
段
階
を
経
て
で
き
あ
が
っ
た
。
第
一
段
階
は
、
各
委
員
が
自
ら
の
執
筆
担
当
領

域
に
関
す
る
文
書
を
起
草
し
、
所
属
す
る
委
員
会
に
そ
れ
を
提
出
す
る
段
階
で
あ
る
。
マ
ッ
ク
ロ
イ
は
、
教
育
課
程
と
教
科
書
を
扱

う
第
一
委
員
会
に
所
属
し
て
い
る
。
第
二
の
段
階
は
、
四
つ
の
各
委
員
会
内
で
、
各
委
員
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
文
書
を
検
討
し
、

委
員
会
と
し
て
の
最
終
草
案
を
完
成
さ
せ
る
段
階
。
そ
し
て
第
三
段
階
は
、
各
委
員
会
か
ら
の
最
終
草
案
を
基
に
、
起
草
特
別
委
員

会
で
最
終
調
整
を
し
、
報
告
書
と
し
て
完
成
さ
せ
る
段
階
で
あ
る
。「
体
育
」
に
関
す
る
マ
ッ
ク
ロ
イ
の
最
初
の
起
草
文
書
と
、
最

終
的
に
完
成
さ
れ
た
報
告
書
の
「
体
育
」
を
比
べ
る
と
、
分
量
的
に
は
九
〇
％
削
除
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
勧
告
項
目
で
み
る
と
、

一
八
項
目
が
六
項
目
に
削
減
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
最
初
の
起
草
文
書
は
、
第
一
委
員
会
の
最
終
草
案
の
た
め
の
検
討
に

お
い
て
、
ま
た
起
草
特
別
委
員
会
の
最
終
調
整
の
中
で
、
削
除
や
改
変
を
経
て
最
終
報
告
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
詳
細

に
つ
い
て
は
、
右
記
の
拙
稿
を
参
照
。

（
8
）
文
部
省
「
新
教
育
指
針
」
昭
和
二
一
年
、「
戦
後
日
本
教
育
史
料
集
成
」
編
集
委
員
会
編
『
戦
後
日
本
教
育
史
料
集
成

第
一
巻
』

三
一
書
房
、
昭
和
五
七
年
、
一
八
〇

－

一
八
一
頁
。

戦
後
初
期
学
校
体
育
改
革
期
に
お
け
る
運
動
教
材
に
関
す
る
一
考
察
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（
9
）
同
上
、
一
八
三
頁
。

（
10
）
学
校
体
育
研
究
同
好
会
編
『
学
校
体
育
関
係
法
令
並
び
に
通
牒
集
』
昭
和
二
四
年
、
体
育
評
論
社
、
二
二
一

－

二
二
二
頁
。
ま
た

「
学
校
体
育
指
導
要
綱
」
の
作
成
経
緯
に
つ
い
て
は
、
坂
入
明
「『
学
校
体
育
指
導
要
綱
』（
一
九
四
七
年
）
に
関
す
る
歴
史
的
考
察
」

『
東
京
家
政
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
一
集
、
昭
和
五
六
年
を
参
照
。

（
11
）
文
部
省
『
学
校
体
育
指
導
要
綱
』
昭
和
二
二
年
、
一
頁
。

（
12
）
同
上
、
二

－

三
頁
。

（
13
）
同
上
、
一
九
頁
。

（
14
）
大
谷
武
一
『
学
校
体
育
指
導
要
綱
解
説

総
説
編
』
目
黒
書
店
、
昭
和
二
二
年
、
一

－

五
頁
。

（
15
）
同
上
、
二

－

三
頁
。

（
16
）
同
上
、
二
一
頁
。

（
17
）
た
と
え
ば
城
丸
章
夫
は
、
大
谷
の
よ
う
な
考
え
に
対
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
を
や
れ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
に
子
ど
も
は
楽
し
く
な
り
、
自
主

的
に
な
り
、
個
性
的
と
な
り
、
社
会
的
と
な
る
で
し
ょ
う
か
。
ス
ポ
ー
ツ
に
は
競
争
と
勝
敗
と
が
と
も
な
い
ま
す
。
戦
後
の
体
育
が

楽
し
い
体
育
と
い
う
と
き
、
そ
の
楽
し
さ
は
、
競
争
や
勝
敗
の
面
白
さ
に
も
た
れ
か
か
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
個
性
的
と
は

ス
タ
ー
意
識
で
あ
り
、
社
会
的
と
は
勝
敗
の
た
め
の
結
合
を
さ
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
疑
問
視
し
、
こ
れ
を
「
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
お
ぶ
さ
り
主
義
」
と
し
て
批
判
し
た
。
城
丸
章
夫
『
体
育
教
育
の
本
質
』
明
治
図
書
、
昭
和
三
五
年
、
三
〇
頁
お
よ
び
六
〇

－

六
一
頁
。

皇
學
館
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告
集

第
十
号
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A Study on Exercise Materials During Early Postwar
School Physical Education Reform

On the Introduction of Sports (Team Games)

Tetsuo NAKAMURA

This research aims to understand why sports were emphasized in postwar

physical education at schools from the sequence of events surrounding early

postwar physical education reform.

In conclusion, the following points have been understood.

1 ．The Ministry of Education showed a resurgence of sports immediately

after the war.

2 ．The drills, military training, and martial arts training conducted at schools

during the war were discontinued. Moreover, military teaching materials

were abolished.

3 ．The Ministry of Education instructed schools to incorporate sports and

games in lieu of these.

4 ．The Report of the United States Education Mission to Japan was released,

indicating rational for incorporating sports into physical education at

schools.

5 ．Sports were emphasized in the School Physical Education Guidelines at the

start of postwar school physical education. These guidelines sought the

cultivation of students’ social and civic character through sports.

Key Words：Early Postwar School Physical Education, Exercise Materials,
Sports (Team Games), Social and civic character

― 17 ―

戦
後
初
期
学
校
体
育
改
革
期
に
お
け
る
運
動
教
材
に
関
す
る
一
考
察


